
　西日本最大の宝石の祭典として、あ
らゆる種類のジュエリー・アクセサリー
が一堂に集結し、“実際に見て、比べ
て、特別価格で仕入れができる”「神
戸国際宝飾展（IJK）」が、2008年の
リーマンショック以降で最大の規模と
して5月16日～18日の3日間、神戸国
際展示場で開催されると期待が膨ら
んでいる。主催はRX Japan㈱。
　神戸は真珠企業が集まる街として知
られ、IJKは真珠を中心に成長してきた。
しかし2008年のリーマンショックの影響
で規模は大幅に縮小し、その後は海外
バイヤーの増加に伴い規模も拡大傾向
にあったが、2020年のコロナ禍によって
再度縮小した。ここで万事休すと思われ
たが、新たに在日中国人・フィリピン人に
よるライブ販売が取り込まれ、回復をも
たらした。その結果、今年は16年ぶりに
展示面積が過去最大規模になるという。
　会場には、88万点のジュエリーと58
万点の素材が一堂に並ぶ。特にIJKの
特徴である真珠企業の出展社数は前回
（2023年）の約100社から約130社に増
加するとしており、素材だけではなく真珠
製品を扱う企業も増えているとのことな
ので、来場前に出展社や出展商品の情
報をIJK公式ホームページで確認した方
が良い。商品検索ページでは「製品」、
「価格帯」、「素材」などカテゴリー別に検

索でき、写真や商品情報も掲載されてい
るので重宝する。また、まだ載せていない
出展社は、できるだけ早く正確で詳細な
情報を載せ、国内・海外の宝飾バイヤー
の絶好の仕入れの機会にするとともに、
IJKの盛り上がりに貢献するべきだろう。
出展社数は前回比50社増となる500社
を見込み、来場者数も前回の12,977人
から15,000人を見込んでいる。
　基本的には、ハイジュエリーからライ
トジュエリーまで幅広く出品され、IJK
限定商品や催事に最適なアイテムなど
が見つかる宝飾専門の見本市ではあ
るが、最近はSNS販売が可能なインフ
ルエンサーをはじめ、ライブ販売向き
の商品やハンドメイド作家など新たな
販売先が増え、ひと昔とは違った商談
も行われている。

　ただし、セミナーにおいてはハンドメイ
ド作家向けの2本（実質1本）となってお

り、宝飾業界の
力が加わってな
いことが推測さ
れ、このままで良
いのかは考える
べきことだろう。

　「ジュエリー産地の
特色を魅せる国際ト
レードショー」を目指
し、山梨県甲府市で4月
に開催された「山梨ジュ
エリーフェア2 0 2 4」
（YJF）は、前身の山梨
県ジュエリー協会（旧：
山梨県水晶宝飾協同
組合）が主催する甲府
ジュエリーフェアではな
く、世界最大のジュエ
リートレードショー
「ジュエリー＆ジェム
フェア香港」を主催す
る、インフォーママー
ケッツジャパン㈱による
見本市となっている。
　インフォーママーケッ
ツジャパンが主催し今
年で2回目の開催と
なったが、果たしてどこ
までジュエリー産地の
山梨・甲府の特色を出
せ、国際トレードショー
として活発な商談が行
えたのか、来年の開催

に向け分析と対策が必要になってくる
と思われるが、会場で聞こえてきたの
は「このままではダメだ」という声だ。
　世界情勢の影響や中国本土の経
済状況から、コロナ禍の影響のあった
昨年とほぼ同じ来場者数の5000人
強となったことで、伸びしろが見えず、
この厳しい状況を打開するには「この
ままではダメだ」というのは理解できる
考えだ。
　しかし、この2年間本気でジュエリー
産地の魅力を考えてきたのかを問いた
いところだ。毎月のように主催者と山梨
県による打ち合わせが行われてきた
が、打ち合わせの中で決めてきた内容
を出展社がどこまで理解しているの
か、来場する人たちにアピールすること
ができたのかなど、会場にいるだけで
は期待以上の応えを見ることができな
かった。

　3日間通して駐車場は満車だった
が、ほぼ出展社関係の車で、例えば会
場前は来場者優先だったのか、また甲
府駅と会場を結ぶシャトルバスは11時
以降はなかったが、不便に感じないの
か。大阪の帰路の便もなかったが、そ
れほど来場者が見込めなかったのか。
　YJFの会期後には「第12回甲府ジェ
ムマーケット」が開催され、来場者数は
1万人を超え、盛り上がっている。ミネ
ラルショーの人気の高まりから出展社
も倍近く増え、楽しいイベントになって
いるが、過去にはYJF以上に盛り上
がっていない時期もあった。その頃か
らYJFとジェムマーケットはお互い相容
れないまま今に至っているような感じ
がする。
　東京商工会議所の会長が、いま必
要なのは「若者」「よそ者」「馬鹿者」の
3者だと説いた話を聞いたが、宝飾業
界にも当てはまる話だ。
　つまり既存のままの集まりでは、変
わりようがなく、現在の市場を動かす
世代と同じ「若者」が必要で、それに加
えて、自分達では見えなくなっていると
ころを指摘できる「よそ者」が力となり、
画期的な発想や行動力をもたらしてく
れる「馬鹿者」の3者が、この厳しい状
況を打開するには必要だという話で
あった。
　厳しい状況が続く中で、大きな団体
を動かすには苦難も多く、効率的に動
かしてきた団体も多いとみられるが、こ
こで重要なのは幅広い視点による新し
い議論を繰り返すことである。
　もしも意見が少なかったり、会員が
減少しているのであれば、それはマンネ
リ化した意見しかない傾向にあるだろ
う。意見が反映されない、議論もされな
い団体には魅力がなく、若者の力は消
えていくことだろう。反対意見だって
拾っていかなければならない。間違っ
ていると決めつけることができないほど
上手くいっていないからだ。
　YJFは継続されることは間違いない
だろうが、修正していくのであれば、若
者の力を入れていくことが望ましい。

　米国宝石貿易協会（AGTA）が、同
協会が主催する2025年のAGTAジェ
ムフェアツーソンから、ラボグロウン宝
石によるルースとそれを含むジュエ
リーの展示を禁止した。

　AGTAのディーラーに対しては、「自
社の方針でラボグロウンの宝石を販売
することは、その情報が開示されている
限り全く問題ない」と前置きした上で、
AGTAに参加するバイヤーに対して
は、「地球から採掘された天然宝石だ
けを購入できる場であることを保証で
きる。希少で美しく、天然の優れた宝石
を調達することに誇りを持っている。明
確さと安心のためだ」と説明した。
　ちなみにAGTAのラボグロウン宝石
に対する考えは、GIAの定義を認識し
ているとするが、英国地質調査所と米
国地質調査所の鉱物の定義を引用し、
「鉱物は天然であることが求められる」
と述べている。
　ラボグロウンの宝石の価格推移に
ついては日本では話題となるが、世界
では一歩先を行く市場競争が絡んだ
視点による話題が溢れている。ラボグ
ロウンの宝石の世界最大の生産国と
製造国になるのはインドであり、主要
マーケットは米国のみならず欧州にも
広がりを見せ始めており、その可能性
を示している。それは流通の面ではな
く、あらゆるブランドがラボグロウンの
宝石を活用し、新たな需要を生み始
めたことで、天然ダイヤモンドとの明確
な棲み分けが一歩ずつ進み始めたと
言えよう。
　Rapaportで指摘されるように、ラボ
グロウンの宝
石の可能性は
未知数である
が、日本市場
で考えなけれ
ばならないの

は、宝石とジュエリーの本当の価値を
見出すことではないだろうか。
　ラボグロウンの宝石に対しての見解
は出ているものの、それよりも昔から課
題となっている「新品の定義」や「中古

の価値」、「色
の処置に関
する情報開
示」、「職人の
手当て」など

考えるべきことはたくさんあるのに、そ
んな大切な課題が産業として話題に
上がらないことが問題なのである。そこ
に明確な答えを持たないでいるので、
国内の宝飾見本市においてもカテゴ
リーひとつにも拘りを持てず、来場者に
対する愛情が足りないのである。
　まさに衰退産業と言わざるを得ない
のは悲しいことだ。きっと「そこそこ売
れているから」と気にしていない人の
方が多いと思われるが、そこからチャ
ンスを逃しているのに気づきたい。未
来を見据えた企業と現在を生きる企
業との差は着実に広がっていってしま
うのである。
　明確にわかるのはインターナショナ
ルブランドの戦略で、簡単に言えば持
続可能なプロモーションで着実にファ
ンを広げていくのと、ただ現在を生きて
いるところには何も残らないのである。
　世界的に見ても厳しい市場競争が
続いており、如何に自国に利益をもた
らすかが各ブランドの最大の課題に
なっている。そのための莫大な投資が
ブランドには掛かっているのだ。普通の
状況では太刀打ちできない大きな差
があるものの、この混とんとした状況と
変革する社会においては、最大のチャ
ンスかもしれないのだ。
　今こそモノや人に着目した正義ある
商売に目を向けていきたい。

揺れるラボグロウンから学ぶ
差別化すべきコトとモノ

16年ぶりに過去最大規模となるIJK
1万5000人の来場者に期待膨らむ

5月16日～18日／神戸国際展示場
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